
 

 新薬の開発においてタンパク質を結晶化して立体
構造を調べることは重要なプロセスである。これに
は高品質のタンパク質結晶が求められる。タンパク
質結晶の完全性を決めるのは、結晶に取り込まれ
る不純物であり、その取り込みを支配するのは結晶
への実効分配係数Keff である。 

 宇宙で結晶化すると、対流の抑制効果によって、結
晶化分子よりも大きな不純物が結晶に取り込まれ
にくくなることを、先の宇宙実験（NanoStep）で確認し
ている。 

 本研究では、実行分配係数と結晶成長速度の関係
を、不純物のサイズと物性を変えた様々な条件下で
明らかにすることによって、微小重力下で高品質結
晶を育成する条件を効率的に設定できる理論を構
築する。 

背景、目的 

 
 
●タンパク質結晶の精製プロセスへの指針 

 結晶高品質化につながるスクリーニングに有効である
Keffにより、宇宙実験を予定しているタンパク質結晶の
生成プロセスへの指針を与えると共に、ドラッグデザイ
ンのスピードアップへの貢献が期待される。 
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「きぼう」実験 
微小重力環境下で光学的手法（二光束
干渉計）によるタンパク結晶の結晶成長
プロセスのその場観察（成長速度測定と

表面構造の観察）を行う 

 不純物のサイズに依存する成長プロセスを解明する。 
 不純物の分布（平衡分配係数）に依存する成長プロセ
スを解明する。 

回収した結晶の品質評価を行う 
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